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樹木観察の様子 

地
化
し
て
い
る
箇
所
に
は
補
植
を

し
て
は
ど
う
か
」
な
ど
、
今
後
に
向

け
て
活
発
な
意
見
・
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

      
 

   

 

三
月
一
日
、
四
万
十
市
立
蕨
岡
小

学
校
で
今
年
度
三
回
目
の
森
林
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
学
習
は
、
六
年
生
一
六
名

が
、
森
林
の
再
生
の
話
を
聞
い
た
り
、

校
庭
に
あ
る
樹
木
を
調
べ
る
こ
と

を
通
し
て
、
樹
木
や
自
然
環
境
へ
の

興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

始
め
に
、
四
万
十
川
の
支
流
の
黒

尊
川
上
流
域
の
国
有
林
で
行
っ
て

い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
か
ら
森 

   

林
を
再
生
す
る
事
業
な
ど
、
身
近
な

自
然
環
境
へ
の
取
組
を
紹
介
し
ま

し
た
。
児
童
か
ら
は
、
「
シ
カ
に
か

じ
ら
れ
た
樹
木
が
枯
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
驚
い
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

校
庭
で
は
、
二
二
本
の
樹
木
に
つ

い
て
、
樹
木
名
、
名
前
の
由
来
、
用

途
、
葉
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
児
童
達
は
、
事
前
学
習

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
調
べ
て

い
た
樹
木
名
が
合
っ
て
い
る
と
「
や

っ
た
ー
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
「
六
年
間
こ
の
学
校
に
通
っ

て
き
た
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に
色
々
な

樹
木
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
学
習
し
た
樹
木
に
は
、
自

分
達
で
作
っ
た
樹
木
名
板
を
取
り

付
け
る
そ
う
で
す
。 

 
 

 

三
月
四
日
に
徳
島
市
立
上
八
万

児
童
館
に
て
、
児
童
四
〇
名
を
対
象

と
し
た
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

今
回
の
木
工
教
室
は
、
当
署
が
平

成
二
二
年
一
月
に
署
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
通
じ
て
募
集
し
た
出
前

森
林
教
室
の
第
一
弾
で
す
。 
 

始
め
に
、
当
署
の
紹
介
と
工
作
に

使
う｢

か
ず
ら｣

に
つ
い
て
話
を
し
、

そ
の
後
、
か
ず
ら
と
ベ
ニ
ア
板
を
材

料
に
し
た
壁
掛
け
作
り
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。 

 

事
前
に
児
童
館
の
先
生
が
準
備

し
た
、
折
り
紙
の
サ
ク
ラ
や
鯉
の
ぼ

り
と
、
当
署
で
準
備
し
た
、
除
伐
木

の
木
片
を
利
用
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト

や
木
の
実
で
ベ
ニ
ア
板
を
飾
り
、
カ

ズ
ラ
の
中
に
く
く
り
つ
け
、
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

木
の
実
を
利
用
し
た
飾
り
付
け

で
は
、
と
く
に
子
ど
も
た
ち
の
個
性

が
出
て
お
り
、
マ
ー
カ
ー
で
思
い
思

い
に
色
を
塗
っ
た
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
が
た
く
さ
ん
出
来
上
が
り
ま

し
た
。 

 

今
後
、
当
署
で
は
、
九
月
ま
で
に
、

残
り
六
団
体
に
出
前
森
林
教
室
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
徳
島
市
内
で

は
森
林
管
理
署
の
知
名
度
が
低
く
、

こ
の
よ
う
な
活
動
が
国
有
林
の
Ｐ

Ｒ
と
な
る
と
同
時
に
、
子
供
た
ち
が

身
近
に
あ
る
自
然
に
目
を
向
け
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

         
 

 

 

二
月
二
五
日
（
木
）
、
高
松
市
屋

島
に
あ
る
「
遊
々
の
森 

ド
キ
ド
キ

わ
く
わ
く
コ
ー
ス
」
で
森
林
教
室
と

ク
ヌ
ギ
の
植
樹
体
験
を
行
い
、
屋
島

東
小
学
校
四
年
生
の
児
童
二
九
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
四
年
生
の
教
室
で
、
植
樹

す
る
樹
木
で
あ
る
ク
ヌ
ギ
の
特
徴

や
ど
ん
な
形
の
ど
ん
ぐ
り
が
な
る

の
か
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後

「
遊
々
の
森
」
に
移
動
し
、
高
松
森

林
事
務
所
森
林
官
か
ら
植
樹
方
法

の
説
明
を
行
い
、
植
樹
作
業
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
児
童
は
、
二
月
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
陽
気
の
な
か
、
な
れ

な
い
鍬
を
ふ
る
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。
植
樹
場
所
に
は
雑
草
の
根
茎
が

多
く
、
上
手
に
穴
が
掘
れ
ず
に
苦
心

し
て
い
る
児
童
が
多
く
い
ま
し
た

が
、
鍬
を
う
ま
く
使
っ
て
易
々
と
植

樹
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
児
童
も

い
ま
し
た
。
植
樹
を
早
く
終
わ
ら
せ

た
児
童
は
、
ま
だ
植
樹
で
き
て
い
な

い
友
達
を
手
伝
っ
た
り
、
白
い
杭
に

思
い
思
い
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ

ス
ト
を
か
い
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
を
立
て
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
苗
木
を
植
え
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
ボ
ー
ド
を
立
て
た
後
、
記
念
標

柱
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
押
し
葉
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト

し
て
作
っ
た
「
葉
っ
ぱ
の
し
お
り
」

を
お
み
や
げ
と
し
て
一
人
一
枚
ず

つ
配
り
森
林
教
室
を
終
え
ま
し
た
。 

雪の中での現地検討会 

校
庭
の
樹
木
を
 

 
 
 
 
学
習
し
よ
う
 

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

春
を
呼
ぶ
木
工
工
作
 

 
 
〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

カズラ等を使って製作中 

「
遊
々
の
森
」
で
の
 

 
 
 
 
 
植
樹
体
験
 

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉
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新
任
紹
介

新
任
紹
介

入
庁
式

　
　
〈
総
務
課
〉

入
庁
式

　
　
〈
総
務
課
〉

 

植
樹
箇
所
は
学
校
か
ら
す
ぐ
の

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
植
樹
し
た
ク

ヌ
ギ
の
生
長
を
見
守
り
、
自
分
た
ち

が
生
活
し
て
い
る
屋
島
の
自
然
に

関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
屋
島
東
小
学
校
と
の

協
定
は
三
月
い
っ
ぱ
い
で
満
期
を

迎
え
ま
す
が
、
協
定
の
更
新
を
行
い

今
後
も
活
動
し
続
け
て
い
く
方
針

で
す
。 

 

二
月
二
八
日
（
日
）
屋
島
国
有
林

に
設
置
さ
れ
た
「
源
平
屋
島
の
森
」

で
、
地
元
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
屋
島
東
小
学
校
等
約
一
四
〇

名
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
下
草
刈
り
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
郷
土
の
森
に
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
、

五
月
、
一
一
月
、
二
月
の
年
三
回
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

最
初
に
、
屋
島
東
小
学
校
運
動
場

で
香
川
森
林
管
理
事
務
所
と
屋
島

東
小
学
校
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

そ
の
後
「
源
平
屋
島
の
森
」
に
移
動

し
ま
し
た
。
当
日
は
前
日
ま
で
の
雨

も
上
が
り
、
天
気
の
良
い
暖
か
い
日

差
し
の
中
で
作
業
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。 

 

連
日
続
い
た
暖
か
い
日
和
の
影

響
か
、
雑
草
も
少
し
伸
び
、
中
に
は

花
を
付
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
約
四
年
前
に
植
樹
し
た
木
々

は
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、
植
樹
し
た
木
の
周

り
に
伸
び
た
蔓
草
を
丁
寧
に
刈
り

取
り
、
蔓
が
大
き
く
伸
び
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
に
備
え
ま
し
た
。
ま
た
、

ウ
メ
の
枝
が
横
に
大
き
く
張
り
だ

し
て
お
り
、
隣
の
木
と
競
争
状
態
に

な
り
そ
う
な
の
で
、
適
度
に
枝
を
切

り
取
り
花
の
つ
い
た
枝
の
一
部
は

お
み
や
げ
と
し
て
持
ち
帰
り
ま
し

た
。
作
業
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
終
了

し
、
順
次
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
源
平
屋
島
の
森
」
で
は
ウ
メ
の

花
も
咲
き
、
メ
ジ
ロ
が
蜜
を
す
い
に

来
て
い
ま
す
。
気
の
早
い
バ
ッ
タ
や

ト
カ
ゲ
も
お
り
、
春
は
す
ぐ
そ
こ
の

よ
う
で
す
。
今
後
草
も
伸
び
、
蔓
が

植
栽
木
の
生
長
に
影
響
を
与
え
る

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
来
年
度
も

こ
の
活
動
を
継
続
し
、
地
元
の
方
々

と
「
源
平
屋
島
の
森
」
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

四
月
一
日
、
平
成
二
二
年
度
新
規

採
用
者
七
名
の
入
庁
式
が
局
長
室

に
お
い
て
行
わ
れ
、
一
人
一
人
に
辞

令
が
手
渡
さ
れ
、
入
庁
者
を
代
表
し

吉
田
さ
ん
（
四
万
十
署
）
が
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。 

        

  

総
務
部
長 

 

林
寺 

隆 

○
昭
和
五
六
年
四
月 

林
野
庁
採
用 

○
平
成
二
一
年
九
月 

四
国
森
林
管
理
局
計
画
部
長 

○
平
成
二
二
年
四
月 

現
職 

 

計
画
部
長 

斎
藤 

均 

○
昭
和
五
八
年
四
月 

林
野
庁
採
用 

○
平
成
一
九
年
四
月 

林
野
庁
国
有
林
野
部
職
員
・
厚
生

課
管
理
官 

○
平
成
二
二
年
四
月 

現
職 

 

徳
島
森
林
管
理
署
長 三

谷 

靖
二 

○
昭
和
五
一
年
四
月 

高
知
営
林
局
採
用 

○
平
成
二
〇
年
四
月 

林
野
庁
森
林
整
備
部
整
備
課
森

林
土
木
専
門
官 

○
平
成
二
二
年
四
月 

現
職 

 

愛
媛
森
林
管
理
署
長 山

崎 

政
美 

○
昭
和
五
三
年
四
月 

林
野
庁
採
用 

○
平
成
一
九
年
一
〇
月 

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
東
北
育
種
場
長 

○
平
成
二
二
年
四
月 

現
職 

 

四
万
十
森
林
管
理
署
長 佐

藤 

直
治 

○
昭
和
四
八
年
四
月 

長
野
営
林
局
採
用 

○
平
成
一
九
年
四
月 

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
総
務
部

管
理
課
長 

○
平
成
二
二
年
四
月 

現
職 

 

高
知
中
部
森
林
管
理
署
長 

二
村 

信
三 

○
昭
和
五
六
年
四
月 

林
野
庁
採
用 

○
平
成
二
〇
年
四
月 

東
北
森
林
管
理
局
盛
岡
森
林
管

理
署
長 

○
平
成
二
二
年
四
月 

現
職

源
平
屋
島
の
森
で
 

 
 
下
草
刈
り
作
業
 

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉 うまく植え穴掘れるかな 

うまく「鎌」使えたかな 
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（公 表） 
 

地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画の策定・変更について 
 
 国有林野の管理経営に関する法律（昭和 26 年法律第 246 号）第 6 条第 1 項、国有林野

管理経営規定（平成 11 年農林水産省訓令第 2 号）第 6 条第 8 項、第 12 条第 1 項及び第

14 条第 2 項の規定に基づき、下記の地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画を策

定・変更しました。 
 なお、当該計画書は、四国森林管理局計画部計画課及び関係森林管理署等で縦覧して

います。（※四国森林管理局のホームページ（http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/）） 
 また、計画書案の公告縦覧期間中（平成 22 年 2 月 12 日～平成 22 年 3 月 15 日）に提

出された意見はありませんでした。 
 

 
記 
 
 

１ 第四次地域管理経営計画及び第四次国有林野施業実施計画の策定 
（１）東予森林計画区（愛媛森林管理署） 
（２）高知森林計画区（高知中部森林管理署、嶺北森林管理署） 

 
２ 地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画の一部変更 
（１）吉野川森林計画区（徳島森林管理署） 
（２）香川森林計画区（香川森林管理事務所） 
（３）今治松山森林計画区（愛媛森林管理署） 
（４）肱川森林計画区（愛媛森林管理署） 
（５）中予山岳森林計画区（愛媛森林管理署） 
（６）南予森林計画区（愛媛森林管理署） 
（７）四万十川森林計画区（四万十森林管理署） 
（８）嶺北仁淀森林計画区（嶺北森林管理署） 
（９）安芸森林計画区（安芸森林管理署） 

 
 




